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明治期・大正初年の広島における穀物消費



































No 年 定量的資料 定性的資料資料 出　　　　所
① 明治維新時 『道府県に於ける主 梅村又次他「人民常
要食料の消費状況の 食」「長期経済統計13』
変遷』農林省米穀局 東洋経済新報社
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芸 麦　飯 白もち 雑穀・墨型
北山
かて飯 さばずし （かて飯・粉食文化）
問 雑穀の粉食 さわらの刺身
14 明治期・大正初年の広島における穀物消費
　　1900年代は4．4％であったから，30年代後半の節目が生ずるに際しては稲作生産性の
　　上昇が相当程度効いていた公算が高い。
　なお，以上の数字は民俗学で言うハレ，ケを均した値であって，「普通食」として日々
この水準にあったものとは考えにくい。幸い，時期は少し後になるが，昭和初年頃の「特
別食」と「普通食」の内容を整理した表がある：表4。地域差にも一層注目せねばならな
いことを教えてくれるこの表を眺めて，この稿を終えることにしたい。
注
（1）大日本農会『農事統計表』　（明治21年）p．51
（2）猪木（1983）表4－1
（3）文字通りミラクルな「神力」という多収量品種に収束していったことを主因として生産性の上
　　昇が実現したことについては，谷村（1987）を参照されたい。
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